
○ほ場整備事業の農家負担を軽減

　・事業活用事例

出雲市　出雲南地区中山間地域総合整備事業　殿森工区

殿森工区ではほ場整備事業を契機に営農組合を設立し、受益農地の80.9％を営農組合に集積しました。県
単農地集積促進事業を活用して地元負担がゼロになりました。

農地集積率=担い手集積面積／全体面積 
=0.00ha／9.60ha 
=0% 

農地集積率=担い手集積面積／全体面積 
=7.77ha／9.60ha 

=80.9% 

個人経営農地 

担い手経営農地 


